
チマ:病院における放射線の被ばくを考える
「CT検査を安出して受けていただくために」

日時:平成19年11月18日OI敦88～
会場:千葉大学西千葉キャ:〃ヽス内けやき会館

〒263-8522千 葉市稲毛区弥生町1-33(TEL!043‐251-1111)

連絡先 :(社)日本放射線技術学会事務局

〒600-8107京 都市下京区五柔通新町東入東錆屋町167

ビューフォート五柔罵苅3F

TEと:075‐354-8989/FAXt075-352‐2556 URL httpi〃www・iSrt,0「・lp

内容 :第 1部

1)CT検 査による被ばくの現状
2)CT装 置の安全管理

3)香 護師の役割について
4)医 療報道とマスメデ ィアの役割
5)市 民がもつ放射緑検査への意識
6)放 射緑検首を受けたとき

第3部
｀
質問と討論

基調講演1「放射線画像診断の財要性」
伊東  久 夫 (千葉大学医学部附属病院放射線科教授)

基調講演2「放射線の人への影響」
酒井 ― 夫 (放射線医学総含研究所放射線防護研究センター長)

第2部 門 ディ天石万石材 「CT検 首を安出して受けていただくために」

西澤かな枝 (放射線医学総台研究所医療放射線防護研究室)

村松 禎 久 (国立がんセンター東病院放射線部)

奥   朋 子 (千葉大学医学部附属病院看護部)

剰〔,東   1専 (株式会社千葉日報社)
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ご利用の方は11月12日(月)までにご予約下さい。

曲 亀

“

託児に関するお間含せ′お申込は下記までご連絡下さい。

日本放射緑技術学会事務局 :〒600-8107

京都市下京区五条通新町東入東鏡屋町167
ビューフォート五条烏丸3F
TEL 075-354-8989/FAX 075-352-2556
URL http://www iSrt o「 ,p
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主催 :(社)日本放射線技術学会(日本放射線羅 関東部会)ヵ 医 療放射線防護

後援:千葉県、千葉市、千菜大事rNHK千 菜放送局、側千葉日報社、読売新屈
働千葉県着護協会、働千葉県放射線技師会、日本医学放射線学会、日本歯科放射

学会、日本アイツトープ協会、日本画像医療システムエ業会


